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１． 序論 

(1)研究の背景 

1975年の文化財保護法改正により選定保存技術が

創設された。「文化財の保存のために欠くことのでき

ない伝統的な技術または技能で保存の措置を講ずる

必要があるものを選定保存技術として選定（文化財

保護法百四十七条）」するものである。選定にあたり

保持者及び保存団体が認定される。2021年 1月 1日

時点で 77件が選定されている。 

 選定保存技術制度の創設により、文化財は保存に

必要な道具の製作や修理・材料の調達等も保護の対

象とすることで、文化財を包括的に保護する仕組み

が整えられた。また認定される保存団体は技術及び

技能の保存を目的とした事業を行うことを条件とし

ており、文化財保護を担う後継者の育成に繋がる。 

2002年には、文化財庭園保存技術が選定保存技術

に選定され、保存団体として文化財庭園保存技術者

協議会（以下：「庭技協」）が認定された。 

文化財庭園保存技術とは「文化財に指定されてい

る庭園を維持管理し後世に伝承するための技術¹」で

ある。「庭技協」は文化財庭園保存技術の保存と継承

を目的に 19年間活動を続けている。 

(2)研究の位置づけと目的 

庭園に関する既往研究は、時代的変遷における庭

園史²をはじめ、作庭家に注目した庭園景観や個別の

庭園を対象とした管理に関わる事例研究³、庭園の保

護制度に関する研究 4 などがある。庭園を管理する

庭園技術者を対象とした研究として、仲(2006)は「庭

技協」創設後 4 年間に実施された研修の内容を分析

したが 5、「庭技協」発足時から現代に至るまでの活

動の変遷を対象にした研究はない。 

本研究では「庭技協」の研修を対象に文化財庭園

保存技術の継承の現状と変遷を明らかにすることを

目的とする。 

2．文献に見る庭園の保存 

庭園とは、「祭祀・儀式の場として、あるいは鑑賞

の場として、一定の空間的・時間的美意識のもとに

造形される野外空間であり、おもに、土・石・植物・

水などの自然材料を用いて作られる 6」。とされる。 

特に植栽は生きている構成要素である事から、時

間と共に生長し庭園景観を変化させる。植栽の管理

において山田(2010)は、庭園景観の変化は、景観維

持を行うための日常管理の変化と、台風等の自然災

害等がもたらす変化があるとした 7。また吉村(2017)

は、植栽管理は、作庭意図や庭園の本質的価値と密

接に関係するとした。そして植栽整備において、庭

園のあるべき姿や空間性を取り戻す管理を修復剪定

と定義し、保存修理事業を実施した 8。 

庭園の管理は、計画的に実施されることが望まし

いとされる 9。庭園景観を維持するためには生長する

植栽の管理や、護岸石組等の毀損部の修復が日常的

あるいは定期的に行われなければならない。そのた

めには、対象とする庭園の調査が必要である。また

管理を行う庭園技術者は、あらゆる局面に対応でき

る知識と技術が求められる。 

地割り管理や水に関連する部分の管理は、所有者

による情報や、有識者等の知見を基に、計画が立て

られ、庭園技術者によって実施される。修復工事や

管理がされないと、土や落葉の堆積や護岸石組の損

傷により、庭園の骨格が不明瞭となる。そして、そ

の上の植栽やその他構造物にも支障をきたす。地割

りや護岸石組は日常的な経過観察が求められ、毀損

時にはその都度修復が実施されることで、地割りの

形状が整えられる。 

 

３．文化財庭園保存技術 

(1)文化財庭園保存技術概要 

文化財庭園保存技術は「庭園の造形形状を決める
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地割技術、形状に骨格を与える石組み技術、主たる

景を形成する水処理技術、景を飾る植物管理技術、

景に変化を与える構造物・石造物の管理技術、庭園

空間を整える小仕事技術 10」である。7 つの技術を

組み合わせながら庭園の維持管理に当たる。（表 1）。 

 

表 1 文化財庭園保存技術の分類 

 

(2)文化財庭園保存技術者協議会 

文化財庭園保存技術者協議会は2002年2月に設立

された。同年 7 月に選定保存技術として文化財庭園

保存技術が選定され、その保存団体として「庭技協」

が認定された。 

「庭技協」の目的及び責務は「文化財に指定され

ている伝統的な日本庭園を将来に伝承するために必

要な技術を有する技術者（庭師）が、もてる技術を

生かして文化財庭園の適切な保存に当たるとともに、

その技術のさらなる向上のための研鑚と、構成員相

互の必要な情報を交換することを目的とし、その獲

得した技術を的確に次世代に継承するための諸事業

を行うことを責務とする。11」とされており、技術研

修等の事業を現在まで実施している。「庭技協」設立

以前は、日本各地の庭園技術者が一堂に会して、地

域の技術を学び共有する場が無かった。このため、

地域の特徴的な技術が広まらないという課題や、文

化財庭園を適切に管理できる庭園技術者が不足する

状況にあった。このような状況に危機感を持った吉

川注１は、文化財庭園の管理や整備方法を熟知してい

る庭園技術者を集め、庭園技術者の育成を目的とし

た協議会設立の必要性について説いた 12。2002 年 1

月 26日に設立発起人会が開催され、同年 2月 11日

に京都市で設立総会が開催され「庭技協」が発足し

た 13。 

(3)会員 

「庭技協」の会員は、正会員・準会員・準会員補・

研修会員・支援会員・賛助会員・評議会員によって 

構成される。この中で庭園管理や修復等の実務を行

う庭園技術者は、正会員・準会員・準会員補・研修

会員である。庭園技術者の会員資格は、「庭技協」

の会則によりこれまでの庭園管理の実績により、分

類される（表 2）。 

 

表 2 会員資格 

会員資格 内容 

正会員 現場での工事等を実践する技術者であり、技術に

関して指導指揮する立場にあるもので会則の条

件を満たすもの 

準会員 正会員に準じる技能を有するもので、文化財庭園

の保存のために必要な技術を継承しようとする

もので会則の条件に満たすもの 

準会員補 準会員の規定に満たない技術者で、庭園管理等実

務に 20年以上の経験を有するものであるもの 

研修会員 準会員補に満たない技術者で、研修事業に参加す

るもの 

賛助会員 「庭技協」の趣旨に賛同する者 

支援会員 「庭技協」正会員及び準会員が所属する事業所。

「庭技協」が目的を遂行するために必要な支援を

する 

評議会員 学識経験者など「庭技協」の目的を遂行するため

に必要な知識を有する人 

 

(4)「庭技協」の研修概要 

「庭技協」は文化財庭園を対象に研修会を実施す

る。研修の種類は、主に植栽管理を中心とした実技

技能研修、講義・見学等を行う教養研修、地域的特

性の理解に重点を置いた実地技能研修が行われる。

これらの研修は 1〜3日間行われ、短期研修と呼ばれ

る。2011年から文化庁の「次代の文化を創造する新

進芸術家育成事業」による長期研修が始まった。こ

の研修は約 8日間行われる。 

 2002 年から 2020 年までの研修に平均 33 名延べ

160名の庭園技術者が参加した。 

技術名 技術内容 

地割り管理技術及

び発掘庭園修復技

術 

築山や池といった庭園の形状を維持・

修復する 

石組み管理技術 景石や池の護岸石組、滝石組、蹲踞な

どの石組を維持・修復する 

水処理管理技術 池や流れなどの給排水の管理や漏水の

防止と共に、水質・植栽を維持する 

植栽管理技術 樹木の剪定・整姿など樹木や草本・地

被類の形状・生育を適切に維持する 

庭園構造物管理技

術 

橋や垣根、露地の中門・腰掛などの木

造構造物を維持・修復する 

庭園石造物管理技

術 

灯籠や石塔、手水鉢などの石造構造物

を維持・修復する 

小仕事技術 延段や漆喰の叩きなど、庭園の各所で

用いられる構成物を維持・修復する 
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 2002年から 2020年で実施された研修は、31都府

県で計 194回である。その中で近畿地方が 104回実

施され、最も多く、次いで関東地方 28回、東北地方

24 回であった。中部地方は 17 回でありその半数が

静岡県で実施された。九州沖縄地方では 12回、中国

地方 4回、四国地方 5回と研修開催回数が少ない。

北海道では研修の開催は行われていない。 

技術研修では、指導育成を円滑に実施するために

班構成が行われ進められる。班は、正会員を指導的

立場とし、準会員・準会員補・研修会員から構成さ

れる。１つの班は 8名から 10名程度である。様々な

正会員の技術を学ぶことができる様、事務局によっ

て班が作成される。 

(5)文化財庭園フォーラム 

「庭技協」は 2004年から 2019年にかけて文化財

庭園フォーラムを毎年開催している（写真 1）。これ

は地域住民に向けた文化財庭園と文化財庭園保存技

術に関する普及啓発事業である。フォーラムは、「庭

技協」の研修対象地となった庭園等で開催される。

これまで 16回開催され、このうち 7回は東北地方で

あった。2011年の東日本大震災の震災復興の一助と

して、5 年連続で東北地方を研修対象地としたこと

が件数の多い要因である。フォーラムは開催地の住

民を対象にしており、保存・修復技術を見学する文

化財庭園保存管理技術見学会と、技術の継承等を議

論するシンポジウムやパネルディスカッションが実

施される。庭園を通じて地域文化の価値を再認識し、

今後の維持管理に向けた課題が共有された。 

2014 年から 2019 年に開催された 6 回のアンケー

ト調査では、参加者から「現実の庭園を見て、説明

を受けて、作業を見ること。これ以上の学習教材は

無いと思います。」という意見もあった。フォーラム

の開催が、地域住民の文化財庭園保存技術の理解促

進に繋がっている。 

 

 
写真 1 文化財庭園フォーラム様子 

4章 7つの技術に関する研修内容 

 2012 年から 2019 年に開催された長期研修を対象

に、7つの技術の実施回数について整理した（表 3）。

13 個所の庭園で計 14 回技術研修が実施された。各

年度の報告書に記載されている技術研修の有無につ

いて確認した注 2。報告書内で技術研修の内容が記載

されていれば、1 件とみなす。報告書内で技術研修

の記載がない場合は、実施されていないため 0 件と

する。 

 

表 3 7 つの技術実施回数 

技術内容 実施回数 

地割り管理及び発掘庭園修復技術 12 件 

石組み管理技術 6 件 

水処理管理技術 6 件 

植栽管理技術 14 件 

庭園構造物管理技術 5 件 

庭園石造物管理技術 5 件 

小仕事技術 0 件 

 

植栽管理技術がすべての研修で実施され、次いで

地割り管理及び発掘庭園修復技術が 12件だった。そ

して石組み管理技術・水処理管理技術・庭園構造物

管理技術・庭園石造物管理技術は 5件から 6件の実

施回数であった。 

7 つに分類された各技術研修の実施回数と、管理

内容の重要性から、文化財庭園の管理には優先順位

があると考える（図 1）。 

 

図 1 文化財庭園保存技術優先順位 

 

技術研修内容では、植栽管理技術が全庭園で実施

された。植栽管理が十分に行われていない庭園は、
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植栽が生長し枝葉が庭園景観を遮閉することや、根

上り等で護岸石組の損傷の原因になることが確認で

きた。植栽管理技術では、剪定や植栽の除去により、

庭園景観を維持している。庭園の空間性を不明瞭に

するのは、生きている構成要素である植栽の影響が

大きいためであると考えられる。 

 

 

写真 2 植栽剪定の様子 

 

庭園の造形形状を維持修復する地割り管理及び発

掘庭園修復技術は、14 件中 12 件で実施された。堆

積土や腐葉土は作庭時の地割りの形状を不明瞭にす

る。堆積土や腐葉土を除去することで、土で覆われ

ていた景石や地形が明瞭になる。 

 

 
写真 3 堆積土除去の様子 

 

地割り管理及び発掘庭園修復技術の研修により、

石組の傾倒や漏水部分を発見することができ、連続

して他の技術の修理が行われる場合もあることから、

各技術とのつながりで成立する部分もあった。また

石組み管理技術・水処理管理技術・庭園構造物管理

技術・庭園石造物管理技術には実施される条件があ

ることが明らかになった。小仕事技術は実施されな

かったものの、補完的な役割がある事が確認された。 

 

 

写真 4 水処理管理技術（漏水部分修復） 

 

5章 研修参加者の意識 

(1)研修形態の変遷 

 聞き取り調査と報告書の分析から「庭技協」の研

修は、文化庁からの補助や正会員の意向によって方

針が変化したことが明らかになった（図 2）。 

 

 

図 2 研修形態の変遷 

 

「庭技協」創設時の 2002年から 2010年までの技術

研修の形態は、評議会員や正会員による上意下達に

よる短期研修が実施された。短期研修では主に植栽

管理技術が重点的に実施された。その他の技術は見

学会等での説明があった。 

 2011 年から 2018 年は、文化庁の「次代の文化を

創造する新進芸術家育成事業」により、長期研修が

可能となった。これまで日程的な原因で庭園の一部

分のみの実務の研修であったが、時間的な余裕が出

来たことから、庭園の全体を対象とした実務研修が

可能となった。指導は変わらず上意下達を中心に研

修が進められた。 

2019年は、庭園技術者間で意見共有する剪定検討

会という機会を設け、研修体制が変化した。また評
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議会員・正会員に加え準会員が指導的立場を担うよ

うになった。 

  

 
写真 5 剪定検討会様子 

 

「庭技協」の研修は庭園の一部から全体を対象と

したものに変化した。また庭園技術者の意見交換が

重視されるようになった。指導的立場を準会員まで

拡充したことで今後の指導者の育成も対象となった。 

(2)研修参加者の意見と指導 

 報告書に掲載された感想を整理し分析した。また

指導的立場である正会員 5 名を対象に、ヒアリング

調査を実施した。 

指導的立場の評議会員や正会員は、庭園の価値に

注目しており、正会員は作業内容を網羅的に把握し

ていることが分かった。準会員は、庭園の価値と植

栽の剪定や掃除に着目していた。また 2019年からは、

指導的立場の拡大により、庭園技術者の姿勢につい

て注目していた。準会員補・研修会員は植栽管理を

主とした実務内容について注目する一方、庭園の歴

史的背景や立地環境に関する意見が少なかった（図

3）。 

 

 

図 3 参加者の意見と文化財庭園保存技術の指導 

 

 正会員へのヒアリング調査では、文化財庭園保存

技術で重要なことは、庭園が位置する地域性や風土、

歴史的背景といった庭園を取り巻く環境を理解した

うえで、文化財庭園の管理や修復を行うことが文化

財庭園保存技術であるという意見があった。 

 指導的立場の評議会員や正会員が庭園技術者に指

導を行うことで地域性や歴史的背景という価値を伝

えることができる。さらに、庭園技術者間の意見共

有の場を設けることで、共通認識をもって技術研修

に取り組むことができる（図 3）。 

 

 

写真 6 指導風景 

 

6章 結論 

「庭技協」は文化財庭園保存技術の保存団体とし

て、技術の後継者育成を目的に研修活動を 19年続け

ている。「庭技協」の活動の変遷を整理し分析するこ

とで、これまで様々な取り組みが実施されているこ

とが明らかになった。 

文化財庭園保存技術を用いた庭園の管理は、庭園

技術者による技術の体得と共通認識によって保護さ

れた。保存団体として活動する「庭技協」では、段

階を経た研修活動によって庭園技術者が技術を体得

した。そして「庭技協」内で指導や意見共有が行わ

れることで、庭園技術者が共通認識をもって庭園を

管理することが確認できた（図 4）。 
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図 4 「庭技協」における庭園保存の関係性 

 

また文化財庭園フォーラムの成果として対象庭園

周辺の住民が、文化財庭園の価値を再認識すること

ができただけでなく、文化財庭園保存技術の有用性

が地域で示された。 

庭園技術者が文化財庭園保存技術を理解し「庭技

協」による段階を経た研修で指導や意見交換が行わ

れることで文化財庭園保存技術が継承される。 

 「庭技協」で技術や知見を体得した庭園技術者が、

各造園会社に文化財庭園保存技術を持ち帰ることが

普及に繋がる。文化財庭園保存技術を保持する唯一

の団体である「庭技協」が、技術研修を通して文化

財庭園保存技術の継承と普及啓発を継続することが、

包括的な庭園の保護に繋がると考える。 

 今後、文化財庭園保存技術を継承し、地域的な特

徴を広めるためには、映像資料の活用と技術研修の

開催時期について検討する必要がある。 

これまでの研修開催地と研修実施時期は、長期研

修は東北地方を中心に主に 6 月行われ、短期研修は

主に 1～3 月、10～11 月に近畿地方を中心に実施さ

れた。ヒアリング調査では、雪国と雪国ではない地

域の植栽剪定に違いがあるとされた。しかし、これ

までの研修開催地と研修時期では、これから冬を迎

える或いは冬の期間の雪国での研修は実施されてこ

なかった。管理は行われてこなかった。研修内容だ

けではなく、研修の開催時期や地域の設定について

も検討する必要があると考える。 

 

 脚注 

注 1 吉川需、大正 5年 4月 29日生まれ。東京帝国大学農学部農

学科卒業。昭和 26年に文化財保護委員会に出向し、昭和 39年文

化財調査官となる。昭和 42年主任文化財調査官となる。文化庁

を定年退官するまで庭園の調査研究、文化財遺構の発掘調査、復

元整備に尽力した。学会活動は、日本造園学会評議員、・理事・

監事・副会長を歴任し、昭和 54年に日本造園学会会長となる。

委員会等での活動は、文化財保護審議会専門委員（第 3専門調査

会会長）、（財）日本ナショナルトラスト専門委員、文化財指定庭

園保護協議会会長などを務めた。 

注 2 整理方法は、「次代の文化を創造する新進芸術家育成事業文化

財庭園保存技術研修報告書」を用いる。報告書では、庭園技術者

によって実施された技術研修が、7つの技術に分類され記載され

る。 
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